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防災WG検討スケジュール

平成21年11月20日（金）
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H２０年度

H２１年度

H２２年度

H２３年度

基本的な枠組の検討
ワーキンググループの立ち上げ（産学官から広く構成員を募集）
今後の進め方について検討
参考となる海外の取組事例について調査

データ等規格（素案）の作成・ポータルサイトの仕様検討
規格化ガイド文書（素案）の作成（データ仕様・メタデータ仕様）
一部災害リスク情報等※のメタデータ及びデータの規格素案の作成

※地震・土砂災害・水害・公共交通被害を想定

データ流通のための基本構成・機能仕様を検討
用語辞書の整備環境、一部用語辞書の整備

試験運用・データ等規格素案の検証・改訂
ガイド文書・規格（素案）の検証・修正（H21年度に作成した素案について実施）
規格化の対象範囲の拡大・規格（素案）作成
データ流通のためのシステムのプロトタイプ構築・試行運用
運用ルールの検討（ex.データの登録ルール）
用語辞書の作成（継続的に実施）

対象範囲の拡大
規格（素案）の修正（継続して意見募集）、規格化の対象範囲の拡大・規格（素案）作成
流通させる対象データの範囲拡大・機能仕様見直し（試験運用の結果を踏まえて実施）
品質評価方法の確立（運用ルールの検討を踏まえて実施 ）

H２4年度 実証実験の実施
社会還元加速プロジェクトタスクフォースと連係して、実証実験

１．災害リスク情報見える化のロードマップ
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２．全体計画における今年度の位置づけ

2008年（H20）から2012年（H24）までの5箇年計画の2年目
今年度は以下の事項を中心に実施（詳細は資料3）
災害リスク情報等を広く流通させるための基本構成・機能等の
具体化

利便性の高い災害リスク情報等の整備・流通に資するデータ仕
様、メタデータ仕様等に係る規格化作業（一部の災害分野※）

※今年度は、 『地震被害想定データ』、『洪水リスク』、『土砂災害リスク』、
『道路・公共交通機関被災情報』の4つの災害リスク情報等について実施。
特に、『地震被害想定データ』について先行的に検討・作業を実施

※今年度の具体の実施内容については「資料-3」の通り
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平成２１年度 ２２年度

10月

①意見交換・照会

④メタデータ・
エディタ

⑤用語辞書

システム化
部会

⑦データ流通基盤の
基本構成

⑨利用シナリオ及び
検証方法の整理

11月 12月 1月 2月 3月 4月

防災WG

②メタデータ仕様
（案）の開発

③データ仕様（案）の
開発

⑧ﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟｼｽﾃﾑの
機能仕様書の作成

データ
標準化部会

メタデータ整備・検証

要件定義・機能検討

方針検討 規格化ガイド文書
（素案）

方針検討

要件定義・機能検討 プロトタイプ開発

次年度以降
プロトタイプ構築

意見交換・検証

WGの説明・報告を受け、意見交換・照会

用語登録・検証

プロトタイプ開発

検証作業

準備

アーキテクチャ案の提示

要件検討

規格化ガイド文書
（素案）

⑥部会開催（予定）

⑩部会開催（予定）

検討・開発
（「地震被害想定データ」
を先行して実施）

次年度継続今年度検討 今年度開発マイルストーンアウトプット クリティカルパス

※メタデータ仕様の要素が決
定した時点で随時反映

検証作業

全体と個々の検
討方針の確認

全体と個々の検
討方針の確認

状況に応じてWEB上で
の確認・意見募集

状況に応じてWEB上で
の確認・意見募集

機能仕様書（案）の公開

意見交換サイト公開

検討・開発

第4回 防災WG
各部会成果報告・次年度計画

メタデータ仕様（案）
+規格化ガイド文書（案）

データ仕様（案）
+規格化ガイド文書（案）

エディタ試験公開

用語辞書試験公開

利用シナリオ・検証方法等
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2009～10年度：部分的実証2009～10年度：部分的実証 2012年度：具体の実効性検証2012年度：具体の実効性検証

３. 社会還元加速プロジェクトとの関係
（総合科学技術会議）社会還元加速プロジェクト「きめ細かい災害情報を国民一人一人に届けるとともに災害対応に役立つ情
報通信システムの構築」における実施スケジュールとの関係

出典：社会還元加速プロジェクトに係る平成21年度概算要求額集計
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